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■現状の把握
STEP１⇒青年会議所とは？
　　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
STEP２⇒会員拡大の意義

　　

 


	


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総　　　論

 

1.会員拡大活動の意義
 

LOMの会員拡大はなぜ必要なのでしょうか。従来、次のようなことが指摘されてきました。
 

1 ①     組織の維持
2 ②     組織運営固定費の確保
3 ③     事業を展開するための人数の確保
4 ④     事業費の確保
 

いずれも誤りではありませんし、それぞれが重要なことではあります。
それでは、LOMの会員拡大というのは、このような必要性のためにやむを得ずおこなうことなのでしょうか。
　ここで、JC活動の本来の目的を考えてみる必要があります。「綱領」にもあるように、JC活動の本来の目的は「明るい豊かな社会を築き上げる」ことです。「明るい豊かな社会を築き上げる」ために、JCは「まちづくり」と「ひとづくり」に重点を置いて地域社会の活性化に努力してきました。別言すればJCは「自立した市民による地域社会の創造」をめざして活動しているのです。
　そうだとすれば、LOMの会員拡大というのは、自らの地域に自立した市民をひとりでも多く増やすための活動ですから、まさにJC活動そのものであるといえるわけです。
　他のLOM事業が、現状のLOMメンバー体制を当然の前提として展開されるのに対して、会員拡大活動は、その前提となるLOMの体制づくりであって、組織そのものに関わる根本的事業であることから考えても、その重要性が認識されるべきです。この点に関して「会員拡大によるLOMの活性化」という視点をもってみてはいかがでしょう。
 

ポイント
· ・  会員拡大活動はJC活動そのものである。
· ・  会員拡大によるLOMの活性化
 

 ➀　アプローチの際の手順
 

　アプローチをスムーズに進めていくためには、あらかじめアプローチの手順を決めておくべきでしょう。以下、典型的な手順をご紹介いたしますので、参考にしてください。
 

· ・     相手とのアポイントをとること
· ・     自己紹介をすること
· ・     訪問の目的をはっきりと伝えること
「実は、今回、○○さんのご紹介で、△△さんに山形青年会議所にご紹介いただきたく、その説明のために訪問させていただきました。」
（紹介者を明示することで、相手の不信感を取り除きましょう。）
· ・     ＪＣについて説明すること
· ・     ＪＣの素晴らしさをアピールすること
· ・     質問や入会をためらう障害事由をじっくりと聞き取り、真摯に回答すること
· ・     次回の面談日の約束をすること
· ・     会っていただいたことにきちんと感謝の意を表すること
 

相手と話を進めていく際には、こちら側から一方的に話をするのではなく、相手の趣味や興味、価値観、共通の知人、業界の話題など、相手の話もじっくりと聞き取りましょう。そのことで、相手もあなたに対して信頼感を持ちますし、逆にあなたも相手に対する有効な説得方法を見つけられることも多いのです。
 

➁　ＪＣおよびＬＯＭに関する説明情報（アプローチ前の自問自答　Ｑ＆Ａ）
 

　相手をＪＣに誘うためにアプローチするわけですから、まず、ＪＣとはどういう団体なのか、自分が所属しているＬＯＭの概要や現状はどのようになっているか、などを相手に端的に説明できるための準備が必要です。
　以下、一問一答形式でポイントごとに整理してみましたので参考にして下さい。
 

Ｑ　ＪＣ（青年会議所）って何をしている団体なの？
Ａ　「明るい豊かな社会」をつくることを共通の理想として集まり、そのための様々な
活動をしている青年の団体です。
 

Ｑ　他の青年団体とどこが違うの？
Ａ　会員の年齢制限があるところが違います。また、ＪＣはまちづくりのためのボランテ
ィア活動、自己トレーニングのためのひとづくり活動を活発に行っている点も違いま
す。
ちなみに、政治的、宗教的には全く中立の団体です。
 

Ｑ　何歳から何歳までの人が入れるの？
Ａ　２０歳から４０歳未満の人が入れます。
 

Ｑ　女性会員もいるのですか？
Ａ　全国的にいえば、全会員の約３パーセントにあたる約１,８００名が女性会員です。
　　私たちの青年会議所でも3名の女性会員がいて活発に活動しています。
 

Ｑ　どんな人が入っているの？
Ａ　業種、役職、男女を問わず自分たちの地域や国をもっと良くしたいと思っている人が
　　入会して活動しています。
 

Ｑ　入会して何の役に立つの？
Ａ　他業種の会員との交流を通じて視野を広めることができますし、ビジネスチャンスも
　　広がります。
また、まちづくりのためのボランティア活動や自己トレーニングのためのひとづくり
活動を通じて自分を再発見することができます。
 

Ｑ　お金はどれくらいかかるの？
Ａ　年会費12万円、その他必要に応じて会費がかかります。
 

Ｑ　いつ活動するの？
Ａ　原則的に月1回の例会と必要に応じた委員会活動を行っています。
 

Ｑ　例会って何をするところ？
Ａ　全体会議や会員相互の親睦を図る企画をしています。
　　また、ときには外部から講師を招いて話を聞いての研修もします。
  

Ｑ　会員は何名いるのですか？
Ａ　1１月現在で１１０名です。
 

Ｑ　県内では会員は何名いるのですか？
Ａ　約826名です。県内には17の青年会議所があり、私たちの青年会議所は会員数では
　　1番目です。
 

Ｑ　全国にはいくつの青年会議所があるの？
Ａ　７５０の青年会議所があります。
 

Ｑ　海外にも青年会議所はあるの？
Ａ　１１２ヶ国に約２７万人の会員がいます。
 

③　想定問題集（アプローチの際の想定Ｑ＆Ａ）
 

　実際アプローチを行った場合には、相手は当然不安でいっぱいなわけですから、様々な角度からの質問を受けることになるでしょう。また、入会するのに障害となる点を色々と指摘されるかもしれません。
　そこで、いかに典型的な質問や指摘事項を一問一答形式で整理してみましたので、これを活用して相手の不安を取り除きスムーズなアプローチを心掛けてください。
 

　Ｑ　すごくお金がかかるんですよね？
　Ａ　確かに有る程度は費用がかかります。しかし、ＪＣ（青年会議所）に入会すれば、各種セミナーへ参加したり、地域を越えた仲間がたくさんできます。経営者としてのノウハウや指導力を身につけ、ネットワークを広げられることを思えば、むしろ、安いくらいです。
　　　一般の研修や講習会の費用と比較してみてください。ぜひ、自分への先行投資と前向きに考えてみてはどうでしょうか？
 

　Ｑ　時間もすごくとられるんでしょ？
　Ａ　私たちの青年会議所の会員もみんな仕事で忙しい中、ＪＣ活動をしていますが、その中で時間の有効な使い方を身につけています。むしろ、時間の使い方を学んでいただくためにお勧めしているのです。
 

　Ｑ　お酒を飲みに行く機会が多いようですが？
　Ａ　ＪＣの例会や委員会は夕方７時頃から９時頃まで行われることが多いので、それから仲間で食事をしているのをご覧になったりすると、夜遅く飲み歩いているような印象を与えるのかもしれません。
 

　Ｑ　団体行動が苦手なのですが？
　Ａ　ＪＣ活動は団体行動というよりも、一つの目標達成に向けて個性を尊重しながらお互いが協力し合う活動です。私は個性が強すぎて、と思いでしたらなおさら結構です。あなたの個性をＪＣに入会することでさらに伸ばすことができますし、他の会員の個性を啓発して、お互いの成長になるのです。
 

　Ｑ　家族にＪＣを理解してもらえないのですが？
　Ａ　ＪＣ活動の中には子供の育成事業や、地域に根ざしたまちづくり事業も多いので、ＪＣ活動の中身を知ってもらえば、きっと家族の方も理解してくれるはずです。
　　　　もちろん、クリスマス家族例会など家族との交流を考えた事業も企画しています。
 

　Ｑ　ＪＣ活動は女性でもできるのですか？
　Ａ　ＪＣの理念でも有る「明るい豊かな社会」の実現は、男性だけでできるものではありません。ぜひ、あなたの感性を活かして下さい。
　　　　全国でも数多くの女性会員が活躍しています。
 

　Ｑ　私では若すぎませんか？
　Ａ　人と人とのネットワークは、若ければ、若いほど作りやすいし、また、ＪＣの中でもそれだけ沢山のことを経験できます。
 

　Ｑ　私の年齢からして、今さら入会してもしかたがないのでは？
　Ａ　あなたの豊富な人生経験をぜひＪＣ活動に反映させて下さい。その経験はあなた自身のＪＣ活動にとっても、私たちにとっても非常に有益なことです。
　　　　この○年間をＪＣで完全燃焼して下さい。そこで得るものは大きいと思いますよ。
 

　Ｑ　経営者ではないのですが？
　Ａ　経営者だけを対象とする団体ではありません。まちづくりやひとづくりといったＪＣ活動は経営者か否かとは関係有りません。
 

　Ｑ　もう少し仕事に慣れてからにしたいのですが？
　Ａ　学校のクラブ活動も同じです。勉強に慣れてからクラブ活動をするわけではありません。同時にがんばってこそ自分の成長につながります。
 

　Ｑ　他の団体にすでに加入しているのですが？
　Ａ　他の団体と比較してＪＣ（青年会議所）の特徴を説明してください。
　　　　例１　商工会議所青年部
　　　　　　　　商工会は地域経済の振興を主な目的としていますが、ＪＣは地域の発展すなわち「まちづくり」を目的としています。経済のみならず、住民が快適に暮らせる活力ある地域を創るために幅広く活動をおこなっているのがＪＣなのです。
 

　　　　例２　法人会
　　　　　　　　法人会は税を通しての社会の繁栄を目的としていると思います。それにはまず自分の会社、という考えがあると思います。一方ＪＣは、個人が修練し、社会へ奉仕し、そして友情を深めようという考えがあります。そして、若い自分たち自身の力で、地域社会に貢献しようという目的を持っています。
 

　　　　例３　業界団体
　　　　　　　　同じ業界での交流や情報交換はもちろん大切だと思います。しかし一方で、社会全体の動きのなかで、自分の業界がどう動くべきかを客観的にみることも必要ではないでしょうか。ＪＣは社会全体の動きに対応しての大局的な運動を展開していますので、業界内とは違う経験やものの見方ができると思いますし、会員同士の業種交流や社会ブレーンとしての交流も、あなたにとって大いに役立つものと確信しています。
 

④　持ち物チェックリスト
　相手にアポイントを取って「さぁ、アプローチ開始！」です。
　でも、その前にアプローチする際に必要な持ち物をチェックしておく必要があります。
　　以下、簡単なチェックリストを作成しましたので参考にしてください。
	№
	持ち物
	チェック
	備　　考

	１
	名刺
	 
	ＪＣ用と仕事用の２種類

	２
	入会パンフレット
	 
	 

	３
	紹介者カード
	 
	 

	４
	個人データカード
	 
	 

	５
	訪問記録カード
	 
	 

	６
	入会申込書
	 
	 

	７
	アプローチマニュアル
	 
	 

	８
	 
	 
	 

	９
	 
	 
	 

	１０
	 
	 
	 


 

プレゼンテーション
　ここまでは、会員拡大のアプローチをする際の説明項目チェック、相手からの質問を想定した回答例などを見てきました。
　ここでは、あなたが相手にＪＣの素晴らしさを積極的にアピールするためのプレゼンテーションの例を挙げてみました。
　このプレゼンテーション例は、ＬＯＭ独自の「アプローチマニュアル」を作成するときや実際アプローチする際のみならず、「入会パンフレット」を作成するとき、ＬＯＭ内でメンバーに会員拡大活動の意義などをアピールするときにもご活用下さい。
 

ＪＣはあなたに多くの仲間との出会いのチャンスを提供します！
 

多くの同じ志を持った仲間との連帯が生まれ、人的ネットワークがつくれます。例えば、今現在、仕事を離れたところでの友人というのは一体どれほどいるのでしょうか。同業種だけの交友関係になっていませんか？異業種間での交流や意見交換するには、青年会議所というところは一番良い機会を提供してくれます。
 

地元、全国を問わずＪＣでなければあえない人々との出会いのチャンスがあります！
 

　ＪＣは地元にとどまらず、全国、世界的な組織です。同じ志をもつ仲間の集いとして、信じられないほど多くの出会いを経験できます。またＪＣは公的な組織として認知されています。あなたはＪＣの名詞一枚で普段会うことすらできない人達との出会いを経験するチャンスがあります。多くの出会いから刺激を受け自己を啓発できますし、自分自身のネットワークをつくることができます。
 

ＪＣ活動を通して生涯の友人を得ることも出来ます！
 

　同期の入会者、事業を通して同じ苦労を共にした仲間、意見が合わず大激論をした仲間など、心の底から付き合った仲間たちと生涯通した友人関係をつくることができます。
 

ＪＣでは一般社会で体験できない場面に思いっきりチャレンジし感動体験ができます！
 

　実社会においてはいつでも失敗が許されるわけではありません。ＪＣの事業においては、自分の利害に関係なく失敗を恐れず思い切った挑戦をすることができます。また、ボランティア体験などの事業を通してＪＣならではの感動的な体験をすることも可能です。
 

　ＪＣでは様々な自己啓発トレーニングを体験することができます！
　普段、大勢の聴衆の前に立ってスピーチをする機会はありますか？次世代のリーダーたらんとする人物にとって、上手なスピーチが出来るということはとても大切なことです。ＪＣでは、自己の能力を高めるためのトレーニングプログラムも多数用意してあります。
 

ＪＣならではの様々なセミナーに参加することができます！
 

　もちろん経営に直接関わるセミナーもありますし、ＪＣのネットワークを通して全国的に著名な講師を招くこともあります。また、ＪＣ経験豊富な会員やＯＢの公演、指導はあなたに大きな感銘を与えてくれるはずです。
 

ＪＣの素晴らしいシステムの体験から組織運営を学ぶことができます！
 

　ＪＣは素晴らしい組織の運営ノウハウを持っており、かつ時代の流れに沿って常に変革をしています。この組織の運営ノウハウは、必ず自己および企業活動に活用できるはずです。また、色々な会議の運営方法も勉強できます。
 

ＪＣでは高い理想を持った運動の体験をすることができます！
 

　ＪＣは「明るい豊かな社会」の実現という高い理想を掲げ、常にその目的と行動を精査し運動を進めています。
　この運動体験を通してあなたは自己の感性を磨き、自分自身の意識と価値観を高め、なおかつその運動理論を自己の行動や、企業活動、地域活動に反映することが可能です。
 

社会人としてはまだ若い今が、人間的成長の最後のチャンスです！
 

　４０代の人生は、３０代に何をしたかで決まります。ＪＣでの様々な出会いと体験を通して、あなたの新しい可能性を開き、企業や地域のリーダーとして、より魅力ある大きな人間に成長してください。



 

 


新日本の再建は我々青年の仕事である。あらためて述べる迄もなく今日の日本の実情は極めて苦難に満ちている。この苦難を打開してゆくため採るべき途は先ず国内経済の充実であり、国際経済との密接なる提携である。�　その任務の大半を負っている我々青年はあらゆる機会をとらえて互に団結し自らの修養に努めなければならぬと信ずる。�　既に欧米の各地においては青年商工会議所が設立せられ、１９４６年にはこれらの世界的連絡機関としての国際青年商工会議所さえ設置せられておる。われわれはこれ等の国際機関との連繋は素より、青年の持つ熱と力とを以って産業経済の実勢を究め、常に認識を新たにして、その責務の達成を期したい。�　ここに政治経済の中心地、東京に在る我々青年はその使命の極めて重大なるを思い、同志相寄り東京青年商工会議所の設立を企図した次第である。


（１９４９年９月３日東京青年商工会議所創立総会採択）�
�






 


全人類光明は、われわれ青年会議所の純粋な正義感と、目的完遂の確固たる実行力にうらづけられて初めてその輝きを見出し得る。日本経済の建設にたずさわる我々青年が、同志相寄り、相互の啓発と社会への奉仕とを通じて、広く全世界の青年と提携し、経済社会の現状を研究して、その将来を進むべき方向を明確にし、経済界の強力な推進力となり、日本経済の発展に寄与せんとして設立した青年会議所は、日本においても現在までに１０以上の都市にその成立をみた。


ここに志を同じくする日本各地の青年会議所が、合寄って全国的な組織を持ち、相互の連絡を図り、更に国際青年会議所の設立を企画した次第である。


（１９５１年２月９日設立総会採択）


 


大阪青年会議所、東京青年会議所、名古屋青年会議所、西宮青年会議所、函館青年会議所、前橋青年会議所、広島青年会議所


 


 �
�






 


皆さんにご質問します。「ＪＣは何のための団体ですか？」異業種の仲間を作ることが出来る団体でしょうか、経営者として自分を磨くことができる。リーダーシップを学ぶ場、明るい豊かなまちづくりを実践する団体。果たして正解でしょうか？


５５年前、東京商工会議所（現、東京ＪＣ）の設立趣意書の書き出しは「新日本の再建は我々青年の仕事である」とあります。未来を切り開き、今ある現状を変えてゆくのは時代の責任世代である私たち青年の仕事であると宣言し、時の青年たちの自発性によりＪＣが設立されたのです。言い換えればＪＣの使命とも言えます。その後、趣旨に共鳴をした各地の青年達が各々の地域でＪＣを設立して行ったのです。１９６０年に決定された日本ＪＣの綱領には、普遍的なＪＣの目指すところとして「明るい豊かな社会を築き上げる」ことを謳い、私達は活動、運動を展開しています。では、その「明るい豊かな社会」の実現とは何でしょうか。２００１年に決定した宣言文には「個人の自立性と社会の公共性が生き生きと協和する確かな時代を築く」と謳われ、現在目指している明るい豊かな社会が明記されています。“サッカー部はサッカーをやるクラブ”でも、サッカーというイメージが各々の中で出来ているから余計な説明は要りません。テクニックを磨き、ルールを覚え、肉体的・精神的に鍛え、スパイクは・・・と説明はしないでしょう。しかし、サッカーを知らなければそこまで説明をしなくてはなりません。“ＪＣは明るい豊かな社会の実現を目指して活動している団体”です。そして、解説として具体的なミクロの説明をすればいいのです。
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会員拡大の担い手は誰でしょうか。会員拡大の担当者だけにまかせっきりにしていないでしょうか。地域の人から見れば、ＪＣに所属している人は新入会員も理事長も同じ「ＪＣの人」です。地域での活動も協力であってもＪＣが関わっていたら「ＪＣの活動」に見えます。２次会、３次会で飲んでいても「ＪＣの人達の飲み会」です。会員拡大を進めるには、会員拡大担当者の熱意だけでは駄目なのです。


今、所属している私たちが魅力ある活動や振る舞いをしているかによって地域での評価も変わってきます。それが、会員拡大につながる下地となります。言い換えるならば、会員拡大は今所属している私達全員が関わっているのです。事業や運動、日頃の活動をそれぞれの立場で役割をしっかりと果たしてゆくことが会員拡大につながってゆくのです。


ＬＯＭの活動や運動は地域や社会に求められていますか？自分たちの活動を、自信を持って外部へ発信していますか？自己満足に陥っていませんか？「ＪＣは頼りになる」と思われていますか？地域での様々なNPOとの違いは出来ていますか？公益法人としての説明責任を地域に果たしていますか？


ネームバリューをあげて行くのは、今、所属している私たちメンバー以外には出来ないのです。魅力あるＪＣを作り上げ、地域住民へ発信していく事がＪＣ運動であり、会員拡大にも繋がるのです。


 








